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１ 明北小･明南小『１学年交流遠足(潮神明宮･廃線敷き･三五山トンネル･東平)』10 月 2 日(金) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.45 R8.10.20発行 

TOCO-TON 指導主事 

竹内 幸浩 

１０月２日（金）、明南小学校の皆さんと一緒に交流遠足に行ってきました。当日は天候

にも恵まれ、絶好の遠足日和となりました。 

 子どもたちは朝からワクワクが止まらない様子。集合場所の「潮神明宮」で明南小のお友

だちと無事に合流し、廃線敷のウォーキングへと出発しました。初めてトンネルを通る子は

少しドキドキした表情を浮かべていましたが、トンネルの壁に耳を当てて「何か聞こえるか

な？」と確かめたり、途中の距離標や電柱に興味を示したりと、道中をめいっぱい楽しんで

いました。最初は明南小・明北小でそれぞれ分かれて歩いていた子どもたちでしたが、いつ

の間にか自然と混ざり合う姿が。お互いに手を繋ぎ、どんぐりなどの木の実を拾いながら仲

よく歩く姿がとても微笑ましかったです。 

「東平」では、廃線敷にまつわる貴重なお話をお聞きしたり、建物の中を見学させていた

だいたりしながら一息つき、その後、明北小学校まで歩ききることができました。 

 明北小に到着した後は、待ちに待ったお弁当の時間です！明南小のお友だちと一緒にレジ

ャーシートを広げ、美味しそうに食べていました。食後の自由遊びでは、遊具で遊んだり、

元気いっぱいに鬼ごっこをしたり、道中で拾ってきた木の実を使って「レストランごっこ」

をしたりと、学校の垣根を越えて色々な遊びで盛り上がっていました。最後の「終わりの

会」は、明北小が司会をし、さよならをしました。 

 ５時間目の振り返りの時間には、子どもたちから、「とにかく楽しかった！」「明南小の人

と仲よくなれて嬉しかった」「今度は明南小にも行ってみたい！」といった感想がたくさん

飛び交い、心に残る素晴らしい一日になったことが伝わってきました。 (１学年だよりから) 



２ 明北小５年総合『明科のことを知ろう！「竹」』 １０月５日(月) 

「みんなが暮らしている明科ってどんなところ？」という担任の問

いかけから始まった総合。これまで考えたことがなかったことを問わ

れ、子どもたちは、自然と今までの自分の生活や環境を振り返ること

になりました。すると、「よく分からない」ということに気づきまし

た。分からないと知りたくなります。知りたくなった子どもたちは調

べ始めます。１番使われたのがインターネットです。しかし、しばら

く調べ学習をしていると、「どうして明科に竹が多いのか？」とい問

いをもって調べていた子たちから、「ネットではこれ以上分からない」というつぶやきが…。そこで

担任は、地域の竹について詳しい人（清水里山整備協議会）と子どもたちをつなげました。話を聞く

子どもたちの目は真剣でした。 

今回、担任はすぐに子どもたちと地域の方をつなげるのではなく、子どもたちが「自分でじっくり

調べる」時間を設けています。そうしたことで、子どもの中に「それ

でも分からない。もっと知りたい。」という気持ちが強くなりました。

また、今回は、竹について調べていた子たちだけではなく、クラス全

員で話を聞く機会としました。そうすることで、竹には興味がなかっ

た子たちも様々なことを知り、視野が広がりました。「地域の専門家

とつなぐ」のは、そのタイミングも大切になってくるのですね。 

＜本時までの追究の足跡＞ 

 

 


